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および時間非依存性操作変数の取り扱いに関する研究 
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【概要】 

今回の報告では、引き続き行っている表題の研究に関して、シミュレーション研究の検

討事項を中心に報告を行った。 

本研究におけるシミュレーション研究は、時間依存性操作変数における曝露強度基準の

探索および時間非依存性操作変数による代替可能条件の探索の二つの検討を行う。今回は

検証のためのデータ生成アルゴリズムをまとめ、必要な所要時間の見積もりを行った。そし

てこの結果、解析時間短縮の必要性が生じたため、解析コードに対して行った改良および修

正を報告した。一方で、検証事項の数や質、ブートストラップ法についてさらなる検討の必

要性があるという現状について報告した。 
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